
2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に基
づいて計画する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に
記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容を
具体的に期限やレベルなど数値目標
を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 該当する項
目については、セルを分割して、
上段に中間報告、下段に最終報告
を記載する。

大学案内2021の作成を開始した。
2020学生募集要項にアドミッショ
ンポリシーを掲載した。

2021年度大学案内、学生募集要項
の作成を開始している。大学案内
では、3ポリシーそのままではなく
各学科の特色として、受験生に理
解しやすい内容で掲載予定であ
る。学生募集要項に掲載する求め
る学生像・各入試区分で選考する
学力の３要素等の周知には、オー
プンキャンパス進学相談会・高校
内ガイダンスを利用する。

新テストの利用について検討して
いたが、 2021年度入試において
は、英語外部試験の利用は行わな
いこととなり、HP上でも予告し
た。

推薦選抜方法等の一部変更点は、
オープンキャンパス・進学相談
会・高校訪問等で周知を行った。
英語外部試験の活用については、
文部科学省の「大学入試英語成績
提供システム」の導入見送りに伴
い、2021年度のすべての選抜区分
おいて利用しないことが決定し、
ホームページにて告知を行った。
今後の活用について、高大接続入
試改革と共に検討を進めていく。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示
し、その方針に沿って適切な入学
者選抜制度により公正な受け入れ
を行う。（留学生を含む） 求める学生像、学生の受け入れ方針

（アドミッションポリシー）を設定
し、公的刊行物やホームページ等に
よって、受験生に周知し、社会に公
表する。

学生の受け入れ方針に基づき、学生
募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公
正に実施する。

３ポリシーを、受験生に周知する。

大学案内には、受験生にわかりやす
い文書で3ポリシーを掲載する。ま
た、学生募集要項にはアドミッショ
ンポリシーを掲載し、求める学生
像・各入試区分で選考する学力の３
要素等を受験生に周知する。

多様な人材を確保するために入試制
度改革の検討を引き続き行う。

昨年度の推薦選抜方法等の一部変更
点を、引き続きオープンキャンパ
ス、進学相談会、高校訪問等で周知
する。また、高大接続入試改革・英
語外部試験の活用等について、引き
続き検討していく。
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学校推薦型、一般選抜においての
合格ラインについては、出願状況
と高校訪問のヒアリングなどによ
り検討したい。

過去3年の歩留率を基に各入試区分
ごとに慎重に合格者数を決定し
た。入学定員の厳格化、受験者層
の変化により、推薦選抜での手続
状況が思わしくなく、入学定員
1.15倍を目指し、一般選抜(前期)
において追加合格制度の実施を2学
部で行った。最終的には、追加合
格を出すことなく今年度の入試を
終了した。

指定校・特別選考での入学者の成
績状況を追跡し、高校訪問時に情
報提供を行っている。
各入試区分の選考方法・募集人員
については、これから検討するこ
ととなっている。

指定校・特別選考での入学者につ
いては、引き続き学習態度、GPAな
どの成績等を参考に、出身校に情
報提供をしていく。
2021年度の学生募集については、
合同入試委員会で2020年度の総括
を行い、募集要項の大枠が決定し
た。

保護者冊子は、６月に完成し、高
校訪問、進学相談会、O.C.で配布
した。次年度も作成予定である。
推薦基準など入試制度の見直しの
検討を始める。

学生受入の適切性について、学科と
協力しながら入試委員会で検討して
いく。

指定校・特別選考での入学者の学習
態度、GPAなどの成績等を参考に、
出身校に情報提供をしていく。ま
た、各入試区分の選考方法・募集人
員を入試委員会で検討していく。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示
し、その方針に沿って適切な入学
者選抜制度により公正な受け入れ
を行う。（留学生を含む）

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

学生の受け入れの適切性について定
期的に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。

入学定員を適正に管理する。

昨年度は前年歩留率を参考に合格者
数を慎重に検討したが、結果的に定
員割れの学科が出てしまった。引き
続き定員の1.15倍を目指して合格ラ
イン等の決定方法を検討したい。

【2019年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて

努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み

（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確

保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献

力とグローバル化の推進

①入試制度改革：2020年度新入試制度
に向けた本学の入試要項を検討して、
HP等で公表する。②入学者選抜実施体
制の点検：入学者選抜の評価、入学者
の追跡調査等により選抜方法の妥当性
を検証する。③入学前教育：入学前科
目別通信教育により基礎学力を強化し、
プレイスメントテストを実施する。④情報
公開、広報活動：HPや大学ポートレー
ト、オープンキャンパスを充実し、幅広い
広報活動を展開する。⑤高大接続：指
定校の見直し、定期的な高校訪問、協
議体制を構築し、特に就実高校との連
携を強化する。⑥奨学金制度充実：入
学者の確保に繋がる奨学金制度、経済
的に修学困難な学生への支援を強化す
る。

入学者選抜方法の点検・評価・改善
を引き続生き行う。また、従来の広
報企画の見直し等を行う。

新学習要領・新テストに対する選抜
方法等、現入試制度の見直しを具体
的に検討していく。また、新しい広
報媒体として「保護者冊子」を作成
し、配付を予定している。指定校・
特別選考については、定員の厳格化
に伴い入学者に対する割合が高く
なっていることから、入学後の学生
の情報を共有し、推薦基準の見直し
等を行っていく。



2021年度入試に向けた対応を検討
し2019年度入試から入試区分の名
称・募集期間・入試日を変更して
きた。2021年度は、入試区分ごと
に学力の3要素を多面的・総合的に
評価する取り組みを検討し、実施
する予定である。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて

努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み

（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確

保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献

力とグローバル化の推進

（１）2019年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

①入試制度改革：2020年度新入試制度
に向けた本学の入試要項を検討して、
HP等で公表する。②入学者選抜実施体
制の点検：入学者選抜の評価、入学者
の追跡調査等により選抜方法の妥当性
を検証する。③入学前教育：入学前科
目別通信教育により基礎学力を強化し、
プレイスメントテストを実施する。④情報
公開、広報活動：HPや大学ポートレー
ト、オープンキャンパスを充実し、幅広い
広報活動を展開する。⑤高大接続：指
定校の見直し、定期的な高校訪問、協
議体制を構築し、特に就実高校との連
携を強化する。⑥奨学金制度充実：入
学者の確保に繋がる奨学金制度、経済
的に修学困難な学生への支援を強化す
る。

入学者選抜方法の点検・評価・改善
を引き続生き行う。また、従来の広
報企画の見直し等を行う。

新学習要領・新テストに対する選抜
方法等、現入試制度の見直しを具体
的に検討していく。また、新しい広
報媒体として「保護者冊子」を作成
し、配付を予定している。指定校・
特別選考については、定員の厳格化
に伴い入学者に対する割合が高く
なっていることから、入学後の学生
の情報を共有し、推薦基準の見直し
等を行っていく。


